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横浜国立大学

統合的海洋教育・研究センター
	シンポジウム
東京湾・相模湾における津波災害と沿岸防災


　《開催趣旨》
横浜国立大学・統合的海洋教育・研究センター（略称：海センター）では、大学院生を対象に「統合的海洋管理プログラム」を2007年度より着手し、現在、第６期プログラムを実施中で、既に50名以上の修了生を送り出しています。また、公開講座として毎回多数の聴講者も参加し、好評を博しています。是非ホームページをご参照ください。　
シンポジウム・シリーズ 「横浜から海洋文化を育む」 の第10回目として開催
　さて、本学では、海センター設立以前の2006年より、シンポジウム・シリーズ「横浜から海洋文化を育む」を開催してまいりました。開催時期とテーマは下記のとおりで、第４回以降は海センター主催です。また第6回以降は、横浜市開港記念会館を会場にして開催しています。
第1回（2006. 7. 5） 「新たな海の世界に向けて」
第2回（2006.11. 6） 「東京湾の利用と環境を考える」
第3回（2007. 4.13） 「対立と協調の海」　　　　
第4回（2007.11. 3）  統合的海洋教育・研究センター設立記念シンポジウム
第5回（2008. 3.21） 「統合的海洋教育の将来・国際シンポジウム」（於：パンパシフィックホテル横浜）
第6回（2008.12. 9） 「東京湾を知る、守る、利用する」
第7回（2009.11.14） 「海の不思議を探る」
第8回（2010.11.29） 「環太平洋の海洋問題」（APEC横浜開催・よこはま開港塾）
第9回（2011.11.14） 「知られざる横浜の安心・安全の最前線－海上交通管制・病害虫侵入防止・浸水水害対策―」
東京湾・相模湾における津波災害の想定と沿岸防災に関する研究や取り組みに焦点をあてます
　来るべき東海・東南海・南海地震とそれに伴う巨大津波が、どれだけの規模になりうるのか、またその対策としての沿岸部における防災、減災対策に関する取り組みや研究はどこまで進んでいるのか？　これらの点に焦点をあて、横浜国大海センターと連携協定を締結している県内立地の世界有数の海洋に関する研究機関および神奈川県がどのようにそれらに取り組んでいるのかをご紹介いただきながら、皆様とともに考えていきたいと思います。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
◎日　時　：　２０１２年１２月１０日(月)　１３：３０～１７：３０　（交流会　１７：４５～１９：３０）　
◎会　場　：
横浜市開港記念会館　（横浜市中区本町1-6、Tel：045-201-0708）
　　　　　　　　－みなとみらい線（東急東横線乗入）「日本大通り駅」1番出口、徒歩1分。（交差点向い） 
◎後援（予定）：　神奈川県／横浜市／神奈川新聞社／ｔｖｋ（テレビ神奈川）／FMヨコハマ／NHK横浜放送局／

横浜港振興協会／(独)海洋研究開発機構／(独)水産総合研究センター／
(独)港湾空港技術研究所　
◎協力（予定）：　海洋政策研究財団／土木学会海洋開発委員会／日本沿岸域学会／日本海洋政策学会／

日本船舶海洋工学会／日本水産学会／日本生態学会／横浜水辺のまちづくり協議会　
◎参加費 ：　無　料　（ただし交流・懇親会は、会費制；お一人様3,000円。学生割引　一人1,000円）
◎お申込 ：　資料準備等の都合上、１１月30日(金）までに、下記の海センターwebsiteからお申し込みください。
なお、当日会場でも受け付けますので、直接お出でいただいての参加も歓迎いたします。
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＜お申し込み・お問い合わせ先＞

横浜国大海センター・ホームページ　：　http://www.cosie.ynu.ac.jp
（同事務室・連絡先　：　e-mailアドレス：kaiyo@ynu.ac.jp、Tel：045-339-3067）
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横浜国立大学

統合的海洋教育・研究センター
	シンポジウム
東京湾・相模湾における津波災害と沿岸防災
＜2012年12月10日(月)13：30～17：30、於：横浜市開港記念会館＞


《プログラム》
◎開会挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･･････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　横浜国立大学長　  鈴　木　 邦　雄
（13:30）

◎講　　　演
１．「南海トラフの巨大地震・津波研究から見た東京湾・相模湾に津波をもたらす地震のポテンシャル」
　（13:35～14:05）・・・・・・・・・・　　堀　　高峰　　(独)海洋研究開発機構　地震津波・防災研究プロジェクト　

データ解析グループサブリーダー
２．「沿岸漁業と津波防災」
（14:05～14:35）・・・・・・・・・・　　中山　哲嚴　　(独)水産総合研究センター　水産工学研究所　水産土木工学部長
３．「港湾施設の津波被害とその対策」

　（14:35～15:05）・・・・・・・・・・　　下迫　健一郎　(独)港湾空港技術研究所　海洋研究領域長
＝＝＝＝＝　休　憩　（15:05－15:20）　＝＝＝＝＝
４．「新たな津波浸水予測図と防災対策について」
（15:20～15:50）・・・・・・・・・・　　鈴木　勲生　　神奈川県 県土整備局 河川下水道部 流域海岸企画課長
　

５．「津波の予測と減災戦略」

　（15:50～16:20）・・・・・・・・・・　　柴山　知也　　早稲田大学教授／横浜国立大学名誉教授
神奈川県津波浸水想定検討部会部会長
＝＝＝＝＝　休　憩　（16:20～16:25）　＝＝＝＝＝
◎パネルディスカッション：　「東京湾・相模湾での防災・減災をどのように考えるか？」

　（16:25～17:25）　　コンビ－ナ　　佐々木　　淳　　横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院教授
パネリスト　  講師５人（堀　高峰、中山哲嚴、下迫健一郎、鈴木勲生、柴山知也）
◎閉会挨拶（17:25～17:30）･･･････・・・・・横浜国立大学統合的海洋教育・研究センター長　　池田　龍彦　
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
◎交流・懇親会　（17:45～19:30）会場は開港記念会館周辺、当日ご案内。〔参加費　3,000円。学生割引1,000円〕









